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1. コンフィギュレーション・レジスタ・セット
ToPIC97は、2つのコンフィギュレーション空間を持っている。2つのコンフィギュレーション空間は、マルチ機能デバイスとしてアクセスされる。コンフィギュレーション空間のアクセスは、PCI-Busのコンフィギュレーション・アクセスのAD<10:8>で決定する。
AD<10:8>


000
#0 PCI-PC Card ブリッジ
001
#1 PCI-PC Card ブリッジ
010 － 111
なし(Reserved)

ToPIC97のコンフィギュレーション・レジスタは、全てパワーオンクリアー時にリセットされる。
またToPIC97のコンフィギュレーション・レジスタは、ライト時においてはバイト単位でのアクセスが可能である。ただし、リード・アクセスにおいては、32bit単位で行われる。以下のコンフィギュレーション・レジスタへのライトアクセスにおいては、意味を持つデータの単位が1バイト以上あるのでアクセスする際にはバイトイネーブルとデータとの関係に注意する必要がある。
 Vendor ID Register





(Offset = 00h)
 Device ID Register





(Offset = 02h)

 Class Code Register




(Offset = 09h)

PC Card-16/32 Control Registers Base Address Register

(Offset = 10h)

1st Memory Window Base Register

(Offset = 1Ch)

1st Memory Window Limit Register

(Offset = 20h)

2nd Memory Window Base Register

(Offset = 24h)

2nd Memory Window Limit Register

(Offset = 28h)

1st I/O Window Base Register

(Offset = 2Ch)

1st I/O Window Limit Register

(Offset = 30h)

2nd I/O Window Base Register

(Offset = 34h)

2nd I/O Window Limit Register

(Offset = 38h)

Subsystem Vendor ID Register

(Offset = 40h)

Subsystem Device ID Register

(Offset = 42h)

スロット#0、#1のPCI-PC Cardブリッジのコンフィギュレーション空間の設定は、ほとんど同じである。そのため、本章では、1スロットのコンフィギュレーション空間の仕様を定義する。2つのコンフィギュレーション空間で異なる部分はそのつど説明を行う。
なお、本仕様書は、Yenta Ver 2.2に対応してある。
Yenta Ver. 2.2対応ToPIC97のコンフィギュレーションレジスタ
                                       31                                   16
                                   15                                0
Offset

Device ID (060Fh)
Vendor ID (1179h)
00h

Status
Command
04h

Class Code (060700h)
Revision ID
08h

Reserved
Header Type
(82h)
Latency Timer
(00h)
Reserved
0Ch

PC Card-16/32 Control Registers Base Address
10h

Secondary Status
Reserved
14h

Reserved
Subordinate

Bus Number
Secondary

Bus Number
PCI Bus Number
18h

1st Memory window Base
1Ch

1st Memory window Limit
20h

2nd Memory window Base
24h

2nd Memory window Limit
28h

1st I/O window Base (Upper)
1st I/O window Base (lower)
2Ch

1st I/O window Limit (Upper)
1st I/O window Limit (lower)
30h

2nd I/O window Base (Upper)
2nd I/O window Base (lower)
34h

2nd I/O window Limit (Upper)
2nd I/O window Limit (lower)
38h

Bridge Control
Interrupt Pin
Interrupt Line
3Ch

Subsystem Device ID
Subsystem Vendor ID
40h

PC Card 16 Bit IF Legacy Mode Base Address
44h

48h
|
7Ch

Reserved


Reserved
80h

Reserved
84h

Reserved
88h

Reserved
8Ch

Reserved


90h


|
98h

9Ch

Reserved
Reserved


Card Detect
Control *1
Reserved
Interrupt Control
Slot Control
A0h

Reserved
A4h

Wake Up Control
A8h

    Reserved
Reserved
Reserved
Reserved
ACh

Reserved
Reserved
Reserved
Reserved
B0h

Reserved
Reserved
Reserved
Reserved
B4h

Reserved
Reserved
Reserved
Reserved
B8h

Reserved
BCh
C0h

|

F8h
FCh

Reserved




Configuration Control


7Ch以降はToshiba Internal Used Register



 INCLUDETEXT \\\\CAPPUCCINO\\violin\\doc\\violiny\\ﾚｼﾞｽﾀ仕様書\\２＿topic97reg仕様書ｙｅｎｔａ.doc  
1.1  Vendor ID

Offset:00h

Default:1179h

Access:Read Only

Size:2byte

本レジスタは、ベンダIDを保持するレジスタである。リセット後は、デフォルト値を取る。
本レジスタは、Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"1"のとき、ライトが可能である。
Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"0"のときには、リードonlyのレジスタである。
1.2  Device ID

Offset:02h

Default:60Fh

Access:Read Only

Size:2byte

本レジスタは、デバイスIDを保持するレジスタである。リセット後は、デフォルト値を取る。
本レジスタは、Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"1"のとき、ライトが可能である。
Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"0"のときには、リードonlyのレジスタである。
1.3  Revision ID

Offset:08h　　　　  #3                #4

Default: 
     02h(TSB版) 　　　     03h(TSB版)

                    42h(NEC版) 　　　43h(NEC版)

Access:Read/Write

Size:1byte

本レジスタは、ToPIC97GAのRevision IDを保持するレジスタである。リセット後は、デフォルト値を取る。
本レジスタは、Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"1"のとき、ライトが可能である。
Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"0"のときには、リードonlyのレジスタである。
1.4  Class Code

Offset:09h

Default:060700h

Access:Read/Write

Size:3byte 

本レジスタは、ToPIC97GAのClass Codeを保持するレジスタである。ToPIC97は、システムのリソース(I/O、メモリ)をPCカードにマップするPCIブリッジ・デバイス(06)であり、CardBusカードにも対応(07)しているので、060700hがデフォルト値である。リセット後は、デフォルト値を取る。
本レジスタは、Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"1"のとき、ライトが可能である。
Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"0"のときには、リードonlyのレジスタである。
1.5  Latency Timer

Offset:0Dh

Default:00h

Access:Read Only

Size:1byte 

ToPIC97は、レイテンシ・タイマをサポートしないので、"00"固定である。
1.6  Header Type

Offset:0Eh

Default:82h

Access:Read Only

Size:1byte

ToPIC97は、マルチ機能デバイスであり、PCI-to-CardBusブリッジ・デバイスであるので、ビット7とビット1が"1"である。
1.7  Command

Offset:04h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

Bit 
15




10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
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bit<15:10> :  Reserved

"0" : 固定
bit<9> : Fast Back-to-Back Enable bit
本ビットは、高速バック・ツー・バック・トランザクションのイネーブル・ビットである。ToPIC97は、マスタとして動作するときに高速バック・ツー・バック・トランザクションをサポートしないので、ToPIC97では"0"固定である。
bit<8> : SERR# Enable bit

本ビットは、ToPIC97が内部PCIバス(primary bus)上にSERR#信号を出力するためのイネーブル・ビットである
(ただし、本バージョン(TSB:05,NEC:85)のGAでは、SERRピンを持たないので、本ビットはStatus Register(offset 06h) : Signaled System Error bitのセット条件としての意味だけを持つ)。リセット時は"0"。
"1"のとき :

内部PCIバス上において、ToPIC97へのアクセスにおけるアドレスフェーズにおいて、パリティエラーが発生した場合、ToPIC97は内部PCIバス上にSERR#をアサートする(ただし、A、B両スロットのSERR# enable bitとParity Error  Response bitが共にアクティブのときのみ)。また、CardBus上においてシステム・エラー信号(CSERR#)がアクティブの時にも、ToPIC97は内部PCIバス上にSERR#をアサートする。ただし、本バージョン(TSB:05,NEC:85)のGAでは、SERR#はアサートできない。
"0"のとき :

ToPIC97は、内部PCIバス上におけるToPIC97へのアクセスのアドレスフェーズでのパリティエラーを無視して動作する。また、CardBus上においてシステム・エラー信号(CSERR#)がアクティブの時もToPIC97は内部PCIバス上にSERR#をアサートしない。
bit<7> : Wait cycle control bit

本ビットは、アドレス/データ・ステッピングの制御用ビットである。ToPIC97は、内部PCIバス上、及びCardBus上においてアドレス/データ・ステッピングをサポートしないので、"0"固定である。
bit<6> : Parity Error Response bit

本ビットは、内部PCIバス(primary bus)上のToPIC97に対するアクセスにおいて、パリティエラーが発生した時のToPIC97の対応を制御するビットである。リセット時は"0"。
"1"のとき :

内部PCIバス(primary bus)上のToPIC97に対するアクセスにおいてパリティエラーが発生した場合、ToPIC97は以下の動作を行う。
     ・アドレスフェーズにおけるパリティエラーの場合、A、B両スロットのcommand registerのSERR# Enable bit、        及びParity Error Response bitがセットされていれば、ToPIC97は内部PCIバス(primary bus)上にSERR#をア         サートする(一つでもセットされてなければToPIC97はSERR#をアサートしない)。ただし、本バージョン(TS          B:05,NEC:85)のGAでは、SERR#はアサートできない
     ・データフェーズにおけるパリティエラーの場合、A、B両スロットのParity Error Response bitがセットされて       いるならば、ToPIC97は内部PCIバス(primary bus)上にPERR#をアサートする(どちらかのスロットのParity Err        or Response bitがセットされていないならば、ToPIC97は内部PCIバス(primary bus)上にPERR#をアサートし        ない)。ただし、本バージョンのGAでは、PERRピンがないのでPERR#はアサートできない。
"0"のとき :

ToPIC97は、内部PCIバス(primary bus)上におけるToPIC97に対するアクセス時において、パリティエラーが発生しても、パリティエラーを無視して動作する。
bit<5> : VGA Palette snoop bit　本ビットはサポートしない。"0" : 固定（Read Only）
 本ビットは、PCIベースのVGAデバイスの制御用ビットである。リセット時は"0"。
"1"のとき :

ToPIC97は、内部PCIバス上におけるToPIC97に対するアクセスの下位10ビットのアドレス(AD[9:0])が 3C6h、3C8h、3C9hであるI/Oライトに対して応答する(DEVSEL#をアサートする)。反対に、CardBus上におけるToPIC97に対するアクセスの下位10ビットのアドレス(AD[9:0])が 3C6h、3C8h、3C9hであるI/Oライトに対して、ToPIC97は応答しない。
"0"のとき :

ToPIC97はPCIバス上のVGAパレットアクセス(下位10ビットのアドレス(AD[9:0])が 3C6h、3C8h、3C9hであるI/Oライト)とは関係なく、通常の動作を行う。
bit<4> : Memory Write and invalidate Enable bit

本ビットは、内部PCI上のマスタとしてメモリ・ライト・アンド・インバリデイト・コマンドを使用するためのイネーブル・ビットである。ToPIC97は、CardBus-PCカードからのメモリ・ライト・アンド・インバリデイト・コマンドを、メモリ・ライト・コマンドに変換して内部PCIバス上で実行するので、"0"固定である。
bit<3> : Special Cycle bit

本ビットは、特種サイクル・トランザクションのコントロールビットであり、ToPIC97では特殊サイクルにおける応答をサポートしないため、"0"固定である。
bit<2> : Bus Master Enable bit
本ビットは、内部PCIバス上、及びCardBus上のバス・マスタとしてToPIC97が動作するためのイネーブル・ビットである。リセット時は"0"。
"1"のとき :

ToPIC97は、内部PCIバス、及びCardBus上のバス・マスタとして動作可能である。
"0"のとき :

ToPIC97は、内部PCIバス、及びCardBus上のバス・マスタとして動作できない。
ToPIC97が、内部PCIのバス・マスタとなるのは、CardBus対応PCカードが接続されたときのみである。本ビットが"0"のとき、CardBus対応PCカードからのアクセスに対して、ToPIC97は、CardBus対応PCカードに対しマスタ・アボートにて応答する。
bit<1> : Memory Access Enable bit

本ビットは、メモリ・アクセスに対するToPIC97の応答を制御するビットである。リセット時は"0"。
"1"のとき :

ToPIC97はメモリ・アクセスに対して応答する。
"0"のとき :

ToPIC97はメモリ・アクセスに対して応答しない(メモリ・アクセスのアドレスがメモリウィンドウにヒットしても、ToPIC97はDEVSEL#を応答しない)。
bit<0> : I/O access Enable bit

本ビットは、I/Oアクセスに対するToPIC97の応答を制御するビットである。リセット時は"0"。
"1"のとき :

ToPIC97はI/Oアクセスに応答する。
"0"のとき :

ToPIC97はI/Oアクセスに対して応答しない(I/OアクセスのアドレスがI/Oウィンドウにヒットしても、ToPIC97はDEVSEL#を応答しない)。
1.8  Status

Offset:06h

Default:0480h

Access:Read

Size:2byte 

内部PCIバスのステータス情報を保持するレジスタである。
リードライト可能なビットは、そのビットに"1"が書き込まれると、"0"になる。
Bit 
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6





0

Default 
0
0
0
0
0
1
0
0
1
All 0










bit<15> : Detected Parity Error bit

本ビットは、ToPIC97が内部PCIバス上のマスタ、もしくはターゲットにおいて、パリティ・エラー(アドレスパリティエラー・データパリティエラー)を検出した時にセットされる。リセット時は"0"。
また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<14> : Signaled System Error bit

本ビットは、ToPIC97が、内部PCIバス上にSERR#をアサートした時にセットされる。リセット時は"0"。
また、このビットは、"1"をライトすることにより、クリアされる。ただし、本バージョンのGAではSERRピンが存在しないので、SERR#をアサートする条件が整った時にセットされる。リセット時は"0"。
また、このビットは、"1"をライトすることにより、クリアされる。
bit<13> : Received Master Abort bit

本ビットは、ToPIC97が内部PCIバス上のバスマスタ時にマスタアボートが発生した時にセットされる。リセット時は"0"。
また、このビットは、"1"をライトすることにより、クリアされる。
bit<12> : Received Target Abort bit

本ビットは、ToPIC97が内部PCIバス上のバスマスタ時にターゲットアボートが発生した時にセットされる。リセット時は"0"。
また、このビットは、"1"をライトすることにより、クリアされる。
bit<11> : Signaled Target Abort bit

本ビットは、ToPIC97が内部PCIバス上へターゲットアボートを発行した時にセットされる。リセット時は"0"。
また、このビットは、"1"をライトすることにより、クリアされる。
bit<10:9> : DEVSEL timing bit

本ビットは、内部PCIバス上のDEVSEL#のアサートタイミングを制御するのに使用される｡
bit<8> : Data Parity Detected bit

本ビットは、次の3つの条件が満たされる場合にセットされる。
(1)ToPIC97がPERR#をアサートしたか、PERR#がアサートされたことを認知した。
(2)PERR#が発生したときのバスマスタがToPIC97であった。
(3) コマンドレジスタのParity Error Responseが"1"であった場合。
ただし、本バージョン(TSB:05,NEC:85)のGAではPERRピンが存在しないので、(1)の条件は、ToPIC97がPERR#をアサートする条件が整った場合になる。
リセット時は"0"。また、このビットは、"1"をライトすることにより、クリアされる。
bit<7> : Fast Back-to-Back Capable bit

本ビットは、内部PCIのターゲットとして、高速バック・ツー・バック転送に応答することができるかどうかを示すものであり、ToPIC97は高速バック・ツー・バック転送に応答することができるので、"1"固定である。
bit<6:0> : Reserved

"0" : 固定
1.9  PC Card-16/32 Control Registers Base Address Register

Offset:10h

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte 

本レジスタは、PCMCIA対応のPCカードをコントロールするためのPC Card-16レジスタ・セット、及びCardBus対応PCカードをコントロールするためのCardBusレジスタ・セットをシステム・リソース上のメモリ空間へマッピングするのに使用するレジスタである。
本レジスタは、Card Detect Control register(offset:A3h)のPC Card-16/32 mode Select bit がアクティブのとき有効となる。
Bit 
31








12
11



1
0

Default 
All 0
All 0
0




bit<31:12> : Base Address bit

本ビットは、PC Card-16、及びCardBusレジスタ・セットをシステム・リソース上にマッピングするためのベース・アドレスを示す。PC Card-16、及びCardBusレジスタ・セットは、本ベースアドレスから4Kバイトのメモリ空間上にマッピングされる。
CardBusレジスタ・セットは、4Kバイトのメモリ空間内の000hから7FFhの空間にマッピングされ、PC Card-16レジスタ・セットは、4Kバイトのメモリ空間内の800hからFFFhの空間にマッピングされる(PC Card-16レジスタ・セットは、800hからPC Card-16レジスタのoffsetアドレスを加算したアドレスにマッピングされる)。
Base Address      
CardBus Register Set


000h

7FFh


PC Card-16 Register Set


800h

FFFh

bit<11:1> : Reserved

"0" : 固定
bit<0> : Memory/IO space Select bit

本ビットは、本ベース・アドレス・レジスタをマッピングする空間を選択するビットである。ToPIC97では、メモリ空間のみサポートするので、"0"固定である。
1.10 Secondary Status Register

Offset:16h

Default: 0480h

Access:Read/Write

Size:2byte

Secondary Status Registerは、PCIバス仕様で定義しているStatus Registerと類似した機能を持つレジスタであるが、CardBusにおける状態を反映している。Status registerとSecondary Status Registerの相違点は、14bitのSignaled System Error bitがReceived System Error bitとなっていることである。
Bit 
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6





0

Default 
0
0
0
0
0
1
0
0
1
All 0










bit<15> : Detected Parity Error bit

本ビットは、ToPIC97がCardBus上のバスアクセスのマスタ、もしくはターゲットの時に、パリティエラー(アドレスパリティエラー・データパリティエラー)を検出した時にセットされる。リセット時は、"0"である。
また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<14> : Received System Error bit

本ビットは、CardBus上にSERR#がアサートされたのを検出したときにセットされる。リセット時は、"0"である。
また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<13> : Received Master Abort bit

本ビットは、CardBusでToPIC97がマスタアボートした時にセットされる。リセット時は、"0"である。
また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<12> : Received Target Abort bit

本ビットは、ToPIC97がCardBus上のバスアクセスにおいてマスタのときに、ターゲットアボートが発生した時にセットされる。リセット時は、"0"である。
また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<11> : Signaled Target Abort bit

本ビットは、ToPIC97がCardBus上のバスアクセスにおいてターゲットのときに、ターゲットアボートを発行した時にセットされる。リセット時は、"0"である。
また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<10:9> : DEVSEL timing bit

本ビットは、CardBus上のバスアクセスにおけるToPIC97のデコードタイミングを設定している。
bit<8> : Data Parity Detected bit

本ビットは、次の3つの条件が満たされた場合にセットされる。
(1)ToPIC97がPERR#をアサートしたか、PERR#がアサートされたことを認知した場合。
(2)PERR#が発生したときのバスマスタがToPIC97であった場合。
(3)Bridge ControlレジスタのParity Error Responseが1であった場合。
リセット時は、"0"である。また、このビットは、"1"をライトすることによりクリアされる。
bit<7> : Fast Back-to-Back Capable bit

本ビットは、ToPIC97の高速バック・ツー・バック転送の可否を制御するビットである。ToPIC97は、CardBus上のターゲットとしての高速バック・ツー・バック転送をサポートするので、"1"固定である。
bit<6:0> : Reserved

"0" : 固定
1.11 PCI Bus Number Register

Offset:18h

Default:00h

Access:Read/Write

Size:1byte

PCI Bus Number Registerは、ToPIC97に接続されている内部PCIバス(Primary Bus)のバス番号を記憶する。
PCI Bus Number Registerは、コンフィギュレーションSoftWareによって設定される。
1.12 Secondary Bus Number Register

Offset:19h

Default:00h

Access:Read/Write

Size:1byte 

Secondary Bus Number Registerは、ToPIC97に接続されているCardBusのバス番号を記憶する。
Secondary Bus Number Registerは、コンフィギュレーションSoftWareによって設定される。
ToPIC97は、内部PCIバス上のType1コンフィギュレーション・サイクルのバス番号が、Secondary Bus Number 
Registerと一致したときに、CardBus上のType0のコンフィギュレーション・サイクルへ変換する。
1.13 Subordinate Bus Number Register

Offset:1Ah

Default:00h

Access:Read/Write

Size:1byte 

Subordinate Bus Number Registerは、ToPIC97に接続されているCardBusが階層的に接続されている場合に最下位層のバス番号を記憶する。
Subordinate Bus Number Registerは、コンフィギュレーションSoftWareによって設定される。
ToPIC97は、内部PCIバス上のType1コンフィギュレーション・サイクルのバス番号が、Secondary Bus Number 
Registerとは一致しない(Secondary Bus Numberより大きい)が、Subordinate Bus Number Register以下で、かつそのType1コンフィギュレーション・サイクルのデバイス番号が"0_0001"の場合には、CardBus上にType1のコンフィギュレーション・サイクルへ変換する。
1.14 1st Memory window Base Register

Offset:1Ch

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、内部PCIバス上のメモリ・アクセスをCardBus上の1st-Memory-window上で実行するためのアドレス範囲のスタートアドレスを示すレジスタである。
本レジスタは、1st Memory window Limit Register(offset:20h)の上位20ビットがall"0"のとき、無効となる(アドレスデコードが実行されない)。
Bit 
31








12
11




0

Default 
All 0
All 0



本レジスタの上位20ビットは、CardBus上のAD<31:12>に割付けられる。
下位12ビットは、"0"に固定される。
本レジスタと1st Memory window Limit Register(offset:20h)とにより、CardBus上に開かれるメモリ空間は、4Kバイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.15 1st Memory window Limit Register

Offset:20h

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、内部PCIバス上のメモリ・アクセスをCardBus上の1st-Memory-window上で実行するためのアドレス範囲のエンドアドレスを示すレジスタである。
本レジスタの上位20ビットがall"0"のとき、ToPIC97は1st-Memory-windowに対するCardBusへのメモリアクセスに応答しない(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
31








12
11




0

Default 
All 0
All 0



本レジスタの上位20ビットは、CardBus上のAD<31:12>に割付けられる。
下位12ビットは、"1"に固定される(ただし、リード時は"000h"となる)。
本レジスタと1st Memory window Base Register(offset:1Ch)とにより、CardBus上に開かれるメモリ空間は、4Kバイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.16 2nd Memory window Base Register

Offset:24h

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、内部PCIバス上のメモリ・アクセスをCardBus上の2nd-Memory-window上で実行するためのアドレス範囲のスタートアドレスを示すレジスタである。
本レジスタは、2nd Memory window Limit Register(offset:28h)の上位20ビットがall"0"のとき無効となる(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
31








12
11




0

Default 
All 0
All 0



本レジスタの上位20ビットは、CardBus上のAD<31:12>に割付けられる。
下位12ビットは、"0"に固定される。
本レジスタと2nd Memory window Limit Register(offset:28h)とにより、CardBusに開かれるメモリ空間は、4Kバイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.17 2nd Memory window Limit Register

Offset:28h

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、内部PCIバス上のメモリ・アクセスをCardBus上の2nd-Memory-window上で実行するためのアドレス範囲のエンドアドレスを示すレジスタである。
本レジスタの上位20ビットがall"0"のとき、ToPIC97は2nd-Memory-windowに対するCardBusへのメモリアクセスに応答しない(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
31








12
11




0

Default 
All 0
All 0



本レジスタの上位20ビットは、CardBus上のAD<31:12>に割付けられる。
下位12ビットは、"1"に固定される(ただし、リード時は"000h"となる)。
本レジスタと2nd Memory window Base Register(offset:24h)とにより、CardBus上に開かれるメモリ空間は、4Kバイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.18 1st I/O window Base Register(Lower)

Offset:2Ch

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の1st-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のスタートアドレスの下位16ビットを示すレジスタである。
本レジスタは、1st I/O window Limit Register(Lower)(offset:30h)の上位14ビットがall"0"のとき無効となる(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
15












2
1
0

Default 
All 0


0
0



本レジスタの上位14ビットは、CardBus上のAD<15:2>に割付けられる。
下位2ビットは、"0"に固定される。
本レジスタと1st I/O window Limit Registerとにより、CardBus上に開かれるI/O空間は、4バイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.19 1st I/O window Base Register(Upper)

Offset:2Eh

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の1st-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のスタートアドレスの上位16ビットを示すレジスタである。
ToPIC97では、I/O空間を64Kバイトでサポートするので、本レジスタは、"0"固定である。
Bit 
15














0

Default 
All 0




本レジスタは、CardBus上のAD<31:16>に割付けられる。
1.20 1st I/O window Limit Register(Lower)

Offset:30h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の1st-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のエンドアドレス(下位16ビット)を示すレジスタである。
本レジスタの上位14ビットがall"0"のとき、ToPIC97はCardBusに対するI/Oアクセスに応答しない(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
15












2
1
0

Default 
All 0


0
0



本レジスタの上位14ビットは、CardBus上のAD<15:2>に割付けられる。
下位2ビットは、"1"に固定される(ただし、リード時は"0h"となる)。
本レジスタと1st I/O window Base Registerとにより、CardBus上に開かれるI/O空間は、4バイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.21 1st I/O window Limit Register(Upper)

Offset:32h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の1st-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のエンドアドレスの上位16ビットを示すレジスタである。
ToPIC97では、I/O空間を64Kバイトでサポートするので、本レジスタは、"0"固定である。
Bit 
15














0

Default 
All 0




本レジスタは、CardBus上のAD<31:16>に割付けられる。
1.22 2nd I/O window Base Register(Lower)

Offset:34h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の2nd-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のスタートアドレスを示すレジスタである。
本レジスタは、2nd I/O window Limit Register(offset:38h)の上位14ビットがall"0"のとき無効となる(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
15












2
1
0

Default 
All 0


0
0



本レジスタの上位14ビットは、CardBus上のAD<15:2>に割付けられる。
下位2ビットは、"0"に固定される。
本レジスタと2nd I/O window Limit Registerとにより、CardBus上に開かれるI/O空間は、4バイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.23 2nd I/O window Base Register(Upper)

Offset:36h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の2nd-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のスタートアドレスの上位16ビットを示すレジスタである。
ToPIC97では、I/O空間を64Kバイトでサポートするので、本レジスタは、"0"固定である。
Bit 
15














0

Default 
All 0




本レジスタは、CardBus上のAD<31:16>に割付けられる。
1.24 2nd I/O window Limit Register(Lower)

Offset:38h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の2nd-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のエンドアドレスを示すレジスタである。
本レジスタの上位14ビットがall"0"のとき、ToPIC97は2nd-I/O-windowに対するCardBusへのI/Oアクセスに応答しない(アドレスデコードは実行されない)。
Bit 
15












2
1
0

Default 
All 0


0
0



本レジスタの上位14ビットは、CardBus上のAD<15:2>に割付けられる。下位2ビットは、"1"に固定される(ただし、リード時は"0h"となる)。
本レジスタと2nd I/O window Base Registerとにより、CardBus上に開かれるI/O空間は、4バイトバウンダリの範囲で与えられる。
1.25 1st I/O window Limit Register(Upper)

Offset:3Ah

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

本レジスタは、内部PCIバス上のI/O・アクセスをCardBus上の2nd-I/O-window上で実行するためのアドレス範囲のエンドアドレスの上位16ビットを示すレジスタである。
ToPIC97では、I/O空間を64Kバイトでサポートするので、本レジスタは、"0"固定である。
Bit 
15














0

Default 
All 0




本レジスタは、CardBus上のAD<31:16>に割付けられる。
1.26 Interrupt Line Register

Offset:3Ch

Default:00h

Access:Read/Write

Size:1byte

本レジスタは、ソフトウェアによる割り込みレベルの情報を保持するレジスタである。
Bit 
7














0

Default 
All 0




bit<7:0> : Interrupt Level bit

本ビットは、ソフトウェアによって設定される割り込みレベルの情報を保持する。リセット時、"00h"である。
1.27 Interrupt Pin Register

Offset:3Dh

Default:00h

Access:Read only

Size:1byte

Bit 
7












2
1
0

Default 
All 0


0
0



bit<7:2> : Reserved

"0" : 固定
bit<1:0> : Interrupt Pin select bit

本ビットは、割り込み信号のピンアサイン情報を保持する。
本ビットは、Card Control Register(offset:A1h)のInterrupt Pin Assign bitで設定されたデータを反映する。
“00” : 割り込みをINTA、INTBにアサインしない。
“01” : 割り込みをINTAにアサインする。
“10” : 割り込みをINTBにアサインする。
“11” : Reserved(割り込みをINTA、INTBにアサインしない)

1.28 Bridge Control Register

Offset:3Eh

Default:0300h

Access:Read/Write

Size:2byte

Bridge Control Registerは、PCI-CardBusブリッジの仕様のためにCommand Registerを拡張したものである。
Bit 
15



11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

Default 
All 0


0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0













bit<15:11> : Reserved

"0" : 固定
bit<10> : Write Buffer Enable bit

本ビットは、ToPIC97のライト・バッファのイネーブルビットである。
"1"のとき : ライト・バッファがイネーブルとなる。
"0"のとき : ライト・バッファがディセーブルされる。
bit<9> : Memory 1 Prefetch Enable bit

本ビットは、ToPIC97のメモリ・ウィンドウ1(2nd Memory Window Base Register(offset:24h)及び2nd Memory Window Limit Register(offset:28h)で定義されるメモリウィンドウ) にヒットするメモリ・リードアクセスに関して、ToPIC97がプリ・フェッチするかのイネーブル・ビットである。リセット時、"1"。
"1"のとき : プリ・フェッチを行う。
"0"のとき : プリ・フェッチは行わない。
bit<8> : Memory 0 Prefetch Enable bit

本ビットは、ToPIC97のメモリ・ウィンドウ0(1st Memory Window Base Register(offset:1Ch)及び1st Memory Window Limit Register(offset:20h)で定義されるメモリウィンドウ)  にヒットするメモリ・リードアクセスに関して、ToPIC97がプリ・フェッチするかのイネーブル・ビットである。リセット時、"1"。
"1"のとき : プリ・フェッチを行う。
"0"のとき : プリ・フェッチは行わない。
bit<7> : IREQ-INT Enable bit

本ビットは、PC Card-16/32インターフェース時(Card Detect Control Register(offset:A3h):PC Card-16/32 mode bit = "1")におけるPCカードからの割り込み信号を、IREQラインに出力するためのイネーブルビットである。リセット時は、"0"。
"1"のとき : 

PC Card-16/32カードインターフェース時におけるカードからの割り込み(IREQ#、またはCINT#)は、PC Card-16レジスタのInterrupt and General Control Register並びにCard Status Change Interrupt Control Registerによって割り付けられた割り込みライン(SMI、IREQ3、4、5、7、9、10、11、12、14、15)に出力される。
状態変化による割り込み(電源投入、カードの挿抜、STSCHG信号の変化)は、Card Control Register(offset:A1h)の
Interrupt Pin Assign bitによって割り付けられた割り込みライン(INTA、INTB)に出力する。
"0"のとき : 

PC Card-16/32カードインターフェース時におけるカードからの割り込み(IREQ#、またはCINT#)、及び状態変化による割り込み(電源投入、カードの挿抜、STSCHG信号の変化)は、Card Control Register(offset:A1h)のInterrupt Pin 
Assign bitによって割り付けられた割り込みライン(INTA、INTB)に出力される。
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@1: PC Card-16 Socket Control Register: IREQ/INT Selectビットによって切り替わる
@2: Bridge Control Register: IREQ-INT Enableビットによって切り替わる
bit<6> : CardBus Reset bit

本ビットはCardBus上のCRST#信号を制御するビットである。リセット時は、"0"。
"1"のとき、CardBus上のCRST#をアサートする。
"0"のとき、CardBus上のCRST#をアサートしない。
bit<5> : Master Abort Mode bit

本ビットは、各インターフェース間でマスタ・アボートの伝達方法を制御する。リセット時は、"0"。
"0"のとき :

マスタ・アボートが発生すると、アクセス要求したマスタに対して、ToPIC97はターゲットアボートを報告しない(リード時には"FFFF_FFFFh"を返し、ライト時はデータを破棄)。
"1" のとき :

マスタ・アボートが発生すると、アクセス要求したマスタに対して、ToPIC97はターゲットアボートを報告する。要求バス・トランザクションが終了していれば(Posted writeの場合)、SERR#をアサートする(SERR# Enableビットが"1"であること)。ただし、PCIバス上のターゲットのときには、本バージョンのGAでは、SERRピンを持たないので、
Status Register(offset 06h) :Signaled System Error bitにセットするだけである。
bit<4> : Reserved

"0":固定
bit<3> : VGA Enable bit

本ビットは、VGA互換アドレストランザクションに対する制御ビットである。リセット時、"0"。
"1"のとき :

コンフィギュレーション・レジスタで定義されるI/O空間、メモリ空間、及びISA Enable bitに因らず、以下に示した空間に対するアクセスを内部PCIバスからカードソケット側に伝達する。逆に、カードソケット側から内部PCIバス側に、以下のアクセスは伝達されない(マスタ・アボートする)。
メモリアクセス : 000A_0000hから000B_FFFFh

I/Oアクセス : AD[9:0] = 3B0hから3BBh、及び3C0hから3DFh

"0"のとき :

コンフィギュレーション・レジスタで定義されたI/O空間、及びメモリ空間に対するアクセス、及びISA Enable bit、VGA Palette snoop bitによって決定されるアクセスを行う。
bit<2> : ISA Enable bit

本ビットは、コンフィギュレーション・レジスタ(I/O Base、I/O Limit)で定義されたI/O空間へのアクセスに対するブリッジの対応を制御するビットである。リセット時は、"0"。
"1"のとき :

内部PCIバス側からソケット側へのI/Oアクセスにおいては、コンフィギュレーション・レジスタ(I/O Base、I/O 
Limit)で定義されたI/O空間を1Kバイト単位に分けたときの下位256バイト空間へのI/Oアクセスに対してのみ、
ToPIC97は応答する。それ以外のI/Oアクセスに対してToPIC97は応答しない(マスタ・アボートする)。
ソケット側から内部PCIバス側へのI/Oアクセスにおいては、コンフィギュレーション・レジスタ(I/O Base、I/O 
Limit)で定義されたI/O空間を1Kバイト単位に分けたときの上位768バイト空間へのI/Oアクセス、及びコンフィギュレーション・レジスタ(I/O Base、I/O Limit)で定義されたI/O空間外へのI/Oアクセスに対してのみ、ToPIC97は応答する。それ以外のI/Oアクセスに対してToPIC97は応答しない(マスタ・アボートする)。
"0"のとき :

内部PCIバス側からソケット側へのI/Oアクセスにおいては、コンフィギュレーション・レジスタ(I/O Base、I/O 
Limit)で定義されたI/O空間へのアクセスに対してのみToPIC97は応答する。それ以外のI/Oアクセスに対しては
ToPIC97は応答しない(マスタ・アボートする)。
ソケット側から内部PCIバス側へのI/Oアクセスにおいては、コンフィギュレーション・レジスタ(I/O Base、I/O 
Limit)で定義されたI/O空間外へのI/Oアクセスに対してのみ、ToPIC97は応答する。それ以外のI/Oアクセスに対してはToPIC97は応答しない(マスタ・アボートする)。
bit<1> : SERR# Enable bit

本ビットは、CardBus上のSERR#がアサートされた場合、内部PCIのSERR#信号のアサートを制御する。
リセット時、"0"。
"0"のとき :

CardBus上で発生したCSERR#を内部PCIバスのSERR#へ転送しない。
"1"のとき :

CardBus上で発生したCSERR#を内部PCIバスのSERR#へ転送する。ただし、内部PCIバス上にSERR#をアサートできるのは、A、B両スロットのCommand registerのSERR# Enableビットがアクティブのときのみである。本バージョンのGAでは、SERRピンを持たないので、SERR#のアサートはできない
(Status Register : Signaled System Error bitにセットされるだけ)。
bit<0> : Parity Error Response Enable bit

本ビットは、CardBus上でのパリティ・エラーに対するブリッジの対応を制御するビットである。リセット時、"0"。
"0"のとき :

CardBus上で発生したアドレス/データパリティエラーを無視してToPIC97は動作する。
"1"のとき :

ToPIC97はCardBus上で発生したアドレス/データパリティエラーの報告、検出を行う。
たとえ、Parity Error Response Enableビットが、ディセーブルされていても、ToPIC97は偶数パリティの生成を行う。
1.29 Subsystem Vendor ID Register

 Offset:40h

 Default:0000h

 Access:Read/Write

 Size:2byte

本レジスタは、サブシステムのベンダIDを保持するレジスタである。リセット後は、デフォルト値を取る。
本レジスタは、Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"1"のとき、ライトが可能である。
Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"0"のときには、リードonlyのレジスタである。
Bit 
15








                         ０


Default 
All 0

bit<15:0> :  Subsystem Vendor ID bit

1.30 Subsystem Device ID Register

Offset:42h

Default:0000h

Access:Read/Write

Size:2byte

   本レジスタは、サブシステムのデバイスIDを保持するレジスタである。リセット後は、デフォルト値を取る。
本レジスタは、Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"1"のとき、ライトが可能である。
Configuration Control Register(offset FCh) : ID Write Enable bitが"0"のときには、リードonlyのレジスタである。
Bit 
15








                         ０


Default 
All 0

bit<15:0> :  Subsystem Device ID bit



1.31 PC Card16 Bit IF Legacy Mode Base Address Register

Offset:44h

Default:0000_0001h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、Legacy Mode時のBase Addressを設定するためのビットである｡本ビットに0以外の値を書き込んだ場合､
Legacy Modeになる｡ 

ToPIC内に１つだけ存在する｡
Bit 
31





16
15





  
 
1 0

Default 
All 0


 0
1




bit<31:16> : Reserved.  

"0" : 固定
bit<15:1> : PC Card16 Bit IF Legacy Mode Base Address Bit

本ビットは、 Legacy Mode時のBase Addressを設定するためのビットである｡
CardBusカードインターフェイス時(Card Detect Control Register(offset:A3h):PC Card-16/32 mode bit = “1”)本ビットに0以外の値を書き込んだ場合､Legacy Modeになる｡
bit<0> : Reserved.  

“1” : 固定
1.32 Slot Control Register

Offset:A0h

Default:00h

Access:Read/Write

Size:1byte

ToPIC97のスロットの機能を定義する。
このレジスタはPC Card-16のPCMCIA スロットコントロールレジスタと互換である。
Bit 
7
6
5
4
3
2
1
0

Default 
0
0
0
0
0
0
0
0







bit<7> : SLOTON bit

本ビットは、ToPIC97のSLOT階層(PCMCIA機能階層、及びCardBus機能階層)のEnableビットである。
リセット時は"0"。
“1” : Enable

“0” : Disable

DisableにするとPC Card-16レジスタ、及びCardBusレジスタへのアクセスに応答しない(マスタ・アボートする)。
また、カードのサービスも行わない。
bit<6> : SLOTEN bit

本ビットは、ToPIC97のSLOT階層内レジスタへのアクセスに対するEnableビットである。
リセット時は"0"。
“1” : Enable

“0” : Disable

disableのとき、PC Card-16レジスタセット、及びCardBusレジスタセットへのアクセスはできなくなる(リード時は固定値("FFFF_FFFFh")を返し、ライトは無視される)。
bit<5> : ID_LOCK bit

本ビットは、PC Card-16レジスタのToshiba Hidden Register(INDEX 3Fh/7Fh/BFh/FFh)へのライトEnableビットである。
リセット時は"0"。
“1” : LOCK(禁止)

“0” : UNLOCK(許可)

LOCKのとき、ToPIC97は、Toshiba Hidden Registerへのライトアクセスに対して応答する(DEVSEL#をアサートする)が、レジスタへのライト動作は行わない。ただし、リードにおいては本ビットによらず可能である。
bit<4> : ID_WP bit

本ビットは、PC Card-16レジスタのIdentification and Revision Register(INDEX 00h/40h/80h/C0h)への書き込みEnableビットである。リセット時は"0"。
”1” : Write Protect

”0” : Write Enable

Write Protectのとき、PC Card-16レジスタのIdentification and Revision Register(INDEX 00h/40h/80h/C0h)への書き込みは禁止される。ただし、アクセスに対してToPIC97は応答する(DEVSEL#をアサートする)する。また、リードも可能である。
bit<3:2> : Slot Port Select bit

本ビットは、Card Detect Control Register(offset A3h)のPC Card-16/32 mode Selectビットがインアクティブのとき有効となる。リセット時は"00"である。
本2ビットにより、PC Card-16レジスタセットへのアクセス時に使用されるスロットの  Index Port、及びData Portの組み合わせが選択される。
”00” : Index port 3E0h / Data port 3E1h

”01” : Index port 3E2h / Data port 3E3h

”10” : Index port 3E4h / Data port 3E5h

”11” : Index port 3E6h / Data port 3E7h

bit<1:0> :  Offset Select bit

本ビットは、Card Detect Control Register(offset A3h)のPC Card-16/32 mode Selectビットがインアクティブのとき有効となる。
本2ビットにより、PC Card-16レジスタセットへのアクセス時に使用されるレジスタ空間が選択される。リセット時は"00"である。
”00” : 00h - 3Fh

”01” : 40h - 7Fh

”10” : 80h - BFh

”11” : C0h - FFh

1.33 Interrupt Control Register

Offset:A1h

Default:00h

Access:Read/Write

Size:1byte

本レジスタは、ToPIC97のカードの機能を定義する。
Bit 
7
6
5
4
3
2
1
0

Default 
0
0
0
0
0
0
0
0







bit<7:6> : Reserved

"0" : 固定
bit<5:4> :  Interrupt Pin Assign bit

本ビットは、割り込みを出力するピンのアサインを行うビットである。
“00“ : 割り込みをINTA、INTBにアサインしない。
“01“ : 割り込みをINTAにアサインする。
“10“ : 割り込みをINTBにアサインする。
“11“ : Reserved(割り込みをINTA、INTBにアサインしない)

bit<3> : Reserved

"0" : 固定
bit<2> : STSIRQNP bit

 “1“ : ステータスチェンジで発生するIRQの割り込みをパルスモードで出力する｡
 “0“ : ステータスチェンジで発生するIRQの割り込みをスルーモードで出力する｡
bit<1> : IRQNP bit

 “1” : IRQの割り込みをパルスモードで出力する｡
 “0” : IRQの割り込みをスルーモードで出力する｡
bit<0> : IRQ/INT select bit

本ビットは、PC Card-16インターフェース時におけるステータスチェンジ割り込みによる割り込みを出力する割り込みラインの選択ビットである。
"0"のとき : 

PC Card-16カードインターフェース時(Card Detect Control Register(offset:A3h):PC Card-16/32 mode bit = "0")における状態変化による割り込み(電源投入、カードの挿抜、STSCHG信号の変化)、及びカードからの割り込み(IREQ#)は、PC Card-16レジスタのInterrupt and General Control Register並びにCard Status Change Interrupt Control Registerによって割り付けられた割り込みライン(SMI、IREQ3、4、5、7、9、10、11、12、14、15)に出力される。
"1"のとき : 

PC Card-16カードインターフェース時(Card Detect Control Register(offset:A3h):PC Card-16/32 mode bit = "0")における状態変化による割り込み(電源投入、カードの挿抜、STSCHG信号の変化)は、Card Control Register(offset:A1h)のInterrupt Pin Assign bitによって割り付けられた割り込みライン(INTA、INTB)に出力される。カードからの割り込み(IREQ#)は、PC Card-16レジスタのInterrupt and General Control Register並びにCard Status Change Interrupt Control Registerによって割り付けられた割り込みライン(SMI、IREQ3、4、5、7、9、10、11、12、14、15)に出力される。
1.34 Card Detect Control Register

Offset:A3h

Default:06h

Access:Read/Write

Size:1byte

本レジスタは、ToPIC97のカード検出機能を定義する。
Bit 
7
6


3
2
1
0

Default 
0
All 0
1
1
0





bit<7> : PC Card-16/32 mode Select bit

本ビットにより、PCカードの対応モードを決定する。リセット時は、"0"である。
“1” : CardBus CardとPC Card-16対応モード
“0” : PC Card-16対応モード
bit<6:3> : Reserved

"0" : 固定
bit<2:1> : Voltage Sense Pin enable bit(リセット時、"11")

Softwareによるカード検出時(Card Detect Control Register : Detect Method Select bit="1")には、この2ビットにより
VS2、VS1ピンが制御される。リセット時は、"11"である。
“11” : VS2=HiZ、VS1 = HiZ

“10” : VS2=HiZ、VS1 = "L"

“01” : VS2="L"、VS1 = HiZ

“00” : VS2="L"、VS1 = "L"

bit<0> :  Detect Method Select bit

本ビットにより、カードの検出方法が決定される。リセット時は、"0"である。
“1” : Softwareによるカードの検出。
“0” : Hardwareによるカードの検出。
1.35 Wake Up Control Register

Offset:A8h

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、Suspend時におけるCSTSCHG PinのWakeUpイベント制御に使用する。
Bit 
31
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0


Default 
All 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0





bit<31:14> : Reserved

　このビットはＲＷ可能なビットとして存在する。
bit<13> : CCD2Z Pin WakeUp Enable

 "1" : CCD2Z Pin を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CCD2Z Pin による WakeUpを行わない。
bit<12> : CCD1Z Pin WakeUp Enable

 "1" : CCD1Z Pin を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CCD1Z Pin による WakeUpを行わない。
bit<11> : Socket Event Register PowerCycle bit WakeUp Enable

 "1" : CB Register Socket Event Register の PowerCycle bit を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CB Register Socket Event Register の PowerCycle bit による WakeUpを行わない。
bit<10> : Socket Event Register CCD2Z bit WakeUp Enable

 "1" : CB Register Socket Event Register の CCD2Z bit を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CB Register Socket Event Register の CCD2Z bit による WakeUpを行わない。
bit<9> : Socket Event Register CCD1Z bit WakeUp Enable

 "1" : CB Register Socket Event Register の CCD1Z bit を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CB Register Socket Event Register の CCD1Z bit による WakeUpを行わない。
bit<8> : Socket Event Register CSTSCHG bit WakeUp Enable

 "1" : CB Register Socket Event Register の CSTSCHG bit を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CB Register Socket Event Register の CSTSCHG bit による WakeUpを行わない。
bit<7> : R2 STSCHGZ Pin WakeUp Enable

 "1" : R2 STSCHGZ Pin を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : R2 STSCHGZ Pin による WakeUpを行わない。
bit<6> : R2 IREQZ Pin WakeUp Enable

 "1" : R2 IREQZ Pin を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : R2 IREQZ Pin による WakeUpを行わない。
bit<5> : CB CINTZ Pin WakeUp Enable

 "1" : CB CINTZ Pin を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CB CINTZ Pin による WakeUpを行わない。
bit<4> : CB CSTSCHG Pin WakeUp Enable

 "1" : CB CSTSCHG Pin を使用して WakeUp Event を発生させる。
 "0" : CB CSTSCHG Pin による WakeUpを行わない。
bit<3> : Socket Present Status Register Clear Enable

 "1" : Suspend時のカード抜き去りによりSocket Present Status Register をクリアする。
 "0" : Socket Present Status Register のクリアを行わない。
bit<2> : CLK32 Socket Event Register Enable

 "1" : CLK32 Clock で動作する Socket Event Register を 接続する。
 "0" : CLK32 Clock で動作する Socket Event Register を 接続しない。
　本ビットが”0”のとき、WakeUp Control Register の bit7-4 は意味を持たない。
bit<1> : STSCHG Pin Output Enable

 "1" : STSCHG Pin の出力を有効にする。
 "0" : STSCHG Pin の出力を行わない。
bit<0> : STSCHG Pin Status

　本ビットは STSCHG Pin の状態が読める。"1" ライトでクリア。
1.36 Configuration Control Register

Offset:FCh

Default:0000_0000h

Access:Read/Write

Size:4byte

本レジスタは、ToPIC97:コンフィグレーションレジスタの制御、ならびに割り込みの制御を行うレジスタである。
Bit 
31



  16 15
14
13
12
11 10 9  8  7
6
5
4
3
2
1
0

Default 
All 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0


















bit<31:16> : Reserved

"0" : 固定。
bit<15> : IRQ15 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ15のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<14> : IRQ14 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ14のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<13> : IRQ12 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ12のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<12> : IRQ11 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ11のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<11> : IRQ10 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ10のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<10> : IRQ9 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ9のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<9> : IRQ7 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ7のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<8> : IRQ6 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ6のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<7> : IRQ5 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ5のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<6> : IRQ4 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ4のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<5> : IRQ3 Level/Edge Select bit

本ビットは、シリアル割り込み送信時におけるIRQ3のエッジトリガかレベルトリガかを選択するビットである。
"0" : エッジトリガ
"1" : レベルトリガ
bit<4> : Reserved

"0" : 固定
bit<3> : Serial Interrupt Output Enable bit

本ビットは、ToPIC97のシリアル割り込み信号の出力イネーブルビットである。
"0" : ToPIC97のシリアル割り込み信号は、disableされる。ただし、シリアル割り込み用クロックは受信し、
　　　同期はとり続ける。
"1" : ToPIC97のシリアル割り込み信号は、出力可能となる。本ビットが、"0"(停止)から"1"(許可)に変化したとき、
　　　それまでに溜まっていた割り込みはクリアされる。
bit<2> : Deskstation Type bit

本ビットは、DeskStationのタイプを設定するビットである。
"0" : DeskStation9を接続できる。
"1" : DeskStation8を接続できる。
bit<1> : Serial Interrupt Mode Select bit

本ビットは、ToPIC97のシリアル割り込みモードの選択ビットである。
"0" : 新方式のシリアル割り込みモードを使用する(新方式 : 立上がりエッジと立ち下がりエッジを受け取る方式、
 　 　または、レベルを受け取る方式)。
"1" : 従来方式のシリアル割り込みモードを使用する(従来方式 : 立ち上がりエッジのみ受け取る方式)。
bit<0> : ID register Write Enable bit

本ビットは、IDレジスタのwrite Enableビットである。
"0" : Vendor ID(offset 00h)、Device ID(offset 02h)、Revision ID(offset 08h)、Class Code(offset 09h)､
   　　SubsystemVendor ID（offset 40h）､SubsystemDevice ID（offset 42h）は、リードonlyである。
"1" : Vendor ID(offset 00h)、Device ID(offset 02h)、Revision ID(offset 08h)、Class Code(offset 09h)､ 

　　  SubsystemVendor ID（offset 40h）､SubsystemDevice ID（offset 42h）は、ライトが可能である。


（End of Document）
I/O Access Enable


  1: Enable


  0: Disable





Memory Access Enable


  1: Enable


  0: Disable





Bus Master Enable


  1: ToPIC97 Bus Master


  0: Not ToPIC97 Bus Master





Special Cycle Enable


  Not implemented





Memory Write and Invalidate Enable


  Not implemented





VGA Palette Snoop


  1: Response to VGA Palette Writes


  0: Ignore VGA Palette Access





Parity Error Response Enable


  1: Detect Parity Error


  0: Not Detect Parity Error





Wait Cycle Control


  Not implemented





SRR# Enable


  1:Assert SERR# when SERR Detect


  0:NotAssert SERR# when SERR Detect





Fast Back-to Back Enable


  Not implemented





Reserved





Reserved





Fast Back-to-Back Enable


  Not implemented





Data Parity Detect





DEVSEL# Timing


  00: Fast


  01: Medium


  10: Slow


  11: Sub





Signaled Target Abort





Received Target Abort





Received Master Abort





Signaled System Error





Detected Parity Error





Memory/IO Space Select


  0: Memory Space


  1: IO Space





Reserved





Base Address





Reserved





Fast Back-to-Back Enable


  Not implemented





Data Parity Detect





DEVSEL# Timing


  00: Fast


  01: Medium


  10: Slow


  11: Sub





Signaled Target Abort





Received Target Abort





Received Master Abort





Received System Error





Detected Parity Error





Reserved





AD<31:12>





Reserved





AD<31:12>





Reserved





AD<31:12>





Reserved





AD<31:12>





I/O Address Space Select


not implemented





AD<15:2>





AD<31:16>





I/O Address Space Select


not implemented





AD<15:2>





AD<31:16>





I/O Address Space Select


not implemented





AD<15:2>





AD<31:16>





I/O Address Space Select


not implemented





AD<15:2>





AD<31:16>





Interrupt Level





Interrupt Pin Select





Reserved





Parity Error Response Enable


  1: Enable


  0: Disable





SERR# Enable


  1: Enable


  0: Disable





ISA Enable


  1: Enable


  0: Disable





VGA Enable


  1: Enable


  0: Disable





Reserved





Master Abort Mode


  1: Report Master Abort


  0: Not Report Master Abort





CardBus Reset


  1: Assert CRST#


  0: Deassert CRST#





IREQ-INT Enable


  1: Use IRQ Line


  0: Use INT Line





Memory 0 Prefetch Enable


  1: Enable


  0: Disable





Memory 1 Prefetch Enable


  1: Enable


  0: Disable





Write Buffer Enable


  1: Enable


  0: Disable





Reserved





Reserved





Legacy Mode Base Address 





Reserved











Offset Select


  00: 00-3Fh


  01: 40-7Fh


  10: 80-Bfh


  11: C0-FFh





Slot Port Select


  00: 3E0h/3E1h


  01: 3E2h/3E3h


  10: 3E4h/3E5h


  11: 3E6h/3E7h





ID_WP


  1: Write Protect


  0: Write Enable





ID_LOCK


  1: Lock


  0: Unlock





SLOTEN


  1: Enable


  0: Disable





SLOTON


  1: Enable


  0: Disable





IRQ/INT Select





IRQNP





STSIRQNP





Reserved





Interrupt Pin Assign


  00: No Assign


  01: INTA Assign


  10: INTB Assign


  11: Reserved





Reserved





Detect Method Select


  1: Software Detect


  0: Hardware Detect





Voltage Sense Pin Enable


  00: VS2,VS1 = “L”


  01: VS2 = “L”, VS1 = HiZ


  10: VS2 = HiZ, VS1 = “L”


  11: VS2,VS1 = HiZ





Reserved





PC Card-16/32 Mode Select


  1: PC Card-16/32 Mode


  0: PC Card-16 Mode





CCD1Z Pin WakeUp Enable





Socket Event Register


 PowerCycle bit WakeUp Enable





Socket Event Register


 CCD1Z bit WakeUp Enable





Socket Event Register


 CSTSCHG bit WakeUp Enable





R2 IREQZ Pin WakeUp Enable





CB CINTZ Pin WakeUp Enable





CB CSTSCHG Pin WakeUp Enable





Socket Present Status Register


 Clear Enable





CLK32 Socket Event Register Enable





STSCHG Pin Output Enable





STSCHG Pin Status





R2 STSCHGZ Pin WakeUp Enable





Socket Event Register


 CCD2Z bit WakeUp Enable





CCD2Z Pin WakeUp Enable





Reserved(R/W)





ID Register write ENB





Serial Interrupt mode Select





Deskstation Type





Serial Interrupt Output Enable





Reserved





IRQ3 Level/Edge Select





IRQ4 Level/Edge Select





IRQ5 Level/Edge Select





IRQ6 Level/Edge Select





IRQ7 Level/Edge Select





IRQ9 Level/Edge Select





IRQ10 Level/Edge Select





IRQ11 Level/Edge Select





IRQ12 Level/Edge Select





IRQ14 Level/Edge Select





IRQ15 Level/Edge Select





Reserved
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